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防災教育の継続が社会を変える
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行政 避難情報に基づく
わが国の
避難体制の限界

避難情報が
出せない

避難支援
体制の

限界

災害発生時
一向に減らない
要配慮者の犠牲

適時適切に
出せない è避難制度の抜本的見直しが必要

専門家

予測が
できない

高齢
社会

è支援体制の抜本的見直しも必要

避難情報



主体的避難に整合した避難情報体系
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要配慮者地域住民

災害時に自らの命は

自らが守る
（主体的な防災の姿勢）

地域で支援が可能な人は

地域で守る
（みんなで逃げる体制づくり）

自力での避難が困難で
地域での支援も困難

行政が守る
（行政中心の避難サポート）

高齢者
（要介護度・低） 乳幼児

障がい者（軽度）

妊婦

など
高齢者

（要介護度・高）

障がい者（重度）

など

健康加齢
も含む

避難支援に関わる責任の所在の明確化
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災害対策基本法の改正令和3年
5月20日

ＰＯＩＮＴ２ＰＯＩＮＴ１
避難情報の変更

避難勧告・
避難指示の一本化

個別避難計画
の作成

市町村に作成を
努力義務化

主体性なき

避難体制
の破綻

主体性を
求めざるを
得ない

災害犠牲者
の大半が への



自然災害

地域社会
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日本の防災の向かうべき方向性

自然災害

行政

住民

責められる者守る者

責める者守られる者

官民一体となった防災体制の確立

行政 住民
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１０～２０年後の
自分たちの姿

１０～２０年後の
支えてくれる世代

“仮想将来世代”
で捉えなおすと…

いつか通った道 いつか通る道

要配慮者世代子ども世代

いまの地域を
支える世代

年老いても安心して暮らせる社会の構築

いまの高齢者が安心して暮らせる街は、

将来自分が高齢者になっても安心して暮らせる街
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キーワード 育みの環境 （防災教育）

思い合う環境に子どもを育み、
その継続が災害に強い社会をつくる


